
世界のウラン資源

浜地忠男

わが国のウラン資源に対する組織的探査は1954年から開始され翌1955年11月には地質

調査所カｰボｰン調査班により岡山一鳥取県境の露頭が発見された.1956年には原子燃

料公社カミ設立されて同地区の探鉱が急速に行なわれた結果現在では約2,000トンのウラ

ンの埋蔵量カミ確認された.世界のウラン資源については数年前の地質ニュｰスで紹介

されたが現在では事情も大きく変った.これらについて紹介しよう.

礫岩層中のものやコロラド高原の陸成堆積岩中のもの

はじめに

はその規模も大きく色々の成因説が発表された.

10年前までは不足と考えられていた世界のウラン資源

ウラン鉱業の歴史

も1940年代の後半から活発に行なわれた探査の結果続

々と新鉱床が発見され埋蔵量も加速度的に増大すると18世紀末にドイツの化学者クラプロｰト(M.H.KIa一

ともに生産量も1959年にはピｰクに達し約43,000トproth)は古くから多数の鉱山カ探掘されていたエルッ

ンU308と狂った(以下トンはすべてショｰトトンをあらわゲビルゲ(Erzgebirge)地方でその前から“Pech･

す･メｰトルトンヘの換算は0.91をかける).～共産圏をb工end"と呼ばれていた鉱物から酸化ウランを分離して

入れて5叫000トン位～そして少な.くとも1953年までは新元素と考えた.これがウランの歴史のはじまりであ

ウランの生産に主役を果たした熱水鉱脈ウラン鉱床はる.19世紀の後半には窯業用着色剤に使用されとく

脇役的存在と在りいわゆる堆積型鉱床が重要になったに1898年にキュリｰ(Curie)夫妻によりエノレツゲビル

ウランの主要生産国となったカナダでは1959年にはゲのチェコ側にあるヨアヒムスタｰル(Joachimstha1)

ウランの生産額は3億2,000万ドルに達して全鉱産物の産のピッチブレンド(pitchb1ende)からラジウムの分

トップを占め2位のニッケルの2億7,000万ドノレを大離に成功した後はラジウムカミ医療用として重視された

きく引き離した.またウラン鉱床の探査および採掘のでウラン鉱はさらに経済的価値を持つように狂った.

がすすむと共に詳しい鉱床の記載カミ多数公表され一例第2次大戦当時からウランの核分裂エネルギｰが兵器と

えぱ世界の代表的な学術雑誌である“Ec㎝o㎜icGeo･して取り上げられ軍需用としての価値を持つようにな

1ogy"には1954年以来110編以上の論文が公表された一ったことは湯川秀樹博士の｢中性子理論｣世界唯一

ウランカミどのようにして濃集してウラン鉱床を形成したの原爆被災国日本とともに私どもに直結した問題であっ

かとV･う鉱床成因論も発展しとくに先カンブリア紀のだ.さらに1950年代になりこのエネルギｰは発電用

繋≡珪≡再

誰麟

世界一のウラン鉱床の露天掘アメリカ合衆国ニュｰメキシコ州の国道66号線のLagun纈北方8マイルのLagunaインディアンの

保護地の北都にあるJackP元1e鉱山鉱床はモリソン層(ジュラ紀)のJackPile砂岩中に2枚あって水平に横たわり400㎜x2000mの

広がりを落ち各々は厚さ最大15m平均6mを持つこの写真は北方のメサの上から南方を写したもので三段の剥土作業(30m)の下

が鉱体である�
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第1図世界のウラン鉱床分布図
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や船舶推進用の平和利用が積極的に研究されるように

なった.

19世銀後半

チェコスロバキア(旧ボヘミア)はガラスや陶磁器工

業が発達しておりヨアヒムスタｰルではすでに16世紀

から銀の採掘カ状く行なわれていた.ウランは19世紀

後半から窯業用の着色剤として使用されるようになった

その頃ポルトガノレのウノレゲリサ(Urgeriga)鉱山から

二次ウラン鉱物が採掘されその産額はヨアヒムスタｰ

ノレ1こ?いで2位であった一方イギリスの南西端忙あ

るデボン(D鮒鰍)潟よび鴛一ソウ涛一ル(曲醐搬玉豆)

地方ではすで触艦⑪牢貿から錫鋼潟よび鉛の鉱帥霊

多数開発書れてい花秘デ減ンのキングスウッド(欄賂

swood)鉱{籔一ソウ泳一ルのサウス1テラス(S鰍伐

Terras)鉱凶とウイｰル聖ドレンウィス(丁醐嚇抵)鉱

山から醐8年刊搬申聞に数テトンの申品位ピッチブ

レンド鉱看を産出し棋界第蟻位に数免られた､アメ

リカ合衆国では蟻潔ラド(ω膿幽)州デンバｰ(D鋤一

Ver)西方の竜シトカいシティｰ(C鋤t臓至C卿)付

近?金銀を採掘していたウ父ボ(W⑪棚)鉱凶&勲一

ク(Kirk)鉱山から比較的高品位のピッチブレンド鉱宥

がコｰンウォｰルとほぼ同時期に数百トン出鉱された

20世紀初め一2次大戦

1898年のラジウムの発見後はウラン中に含まれている

微量のラジウムｰ放射平衡にあるウラン中にはウラン

19に対して3.38×10-79のラジウムが含まれている

一を求めるためにウラン鉱が探鉱され採掘された.

ヨアヒムスタｰノレてば引き続いてラジウムを入手する

ためにウラン鉱カミ採掘されて1935年までにはラジウム

の産出量は1009となった.恐らく1930年代も毎年3

～49のラジウムを産出したものと思われるので金属

ウランとして1940年質までには400トンに近V･量が採

掘されたものと推定される.ところポ1899年には

diu㎜田11)では1906年から1915年まで300mg以上の�



ラジウムを産出したソ連中央アジアのフェノレガｰナ

(Ferghana)では1908～1913年に2,399のラジウム

を産出した自

ぎなかった.しかしコ1コラド高原のウランはその前

に世界一の産出量を示していたので1930年代の後半に

世界中に頒布されていたラジウムの半分一6009(約

ユ,800トンのウランに相当)がこの地方から供給された

ものと言われている.

第1表

1942年のウラン鉱産額

シンコロｰべ鉱山は1923年にはラジウムを209産出し

たカミ年々609内外を産し1933年には合計322.79のラ

ジウム(約1,000トンのウランに相当)を産出した｡

ところ淋シンコロｰべによるラジウム市場の独占形態は

ユ930年にカナダの北酉地方(NorthwestTerritories)

のグレｰト･ペアｰ(GreatBear)湖のポｰト･ラジ

ウム(PortRadium)でウラン鉱が発見されエルドラ

ド(E1dorado)鉱山が開発されるとともに崩れ去った.

1935年にはエルドラド鉱山は161トンのピッチブレンド

を産出して59のラジウム17トンのウランを回収した

そして両鉱山の経営者は協定を結んで世界市場をコン

ゴ6カナダ4の割合に分割して第2次大戦までこの

状態カミ続いた.

ラジウムを目的にウラン鉱が採掘された期間を通じて

世界中で金属ウランとして雀,O00～5,000トンは採掘さ

れたものと想像され後半で主役を演じ｡たのはシンコロ

ｰべとエルドラド鉱山であった.

祭2次大戦～現在

第2次大戦の途中からウランの核分裂エネルギｰを兵

器として利用することが研究されそのためにはウラン

を大量に確保することカ必要となった.1942年にはエ

ルドラド鉱山に初歩的なミル(mi11)(ウラン鉱石に化

学処理を行匁って純度の高いウラン化合物すなわち化

学精鉱を製造する栂精錬揚)カ糠設され淀｡全世界の

生産量は篤王表のようぽ約笠､00⑪トンを落っ花､

第2次大戦が終っても軍需周としてのウラン鉱床の探

査は世界串で必死で行扱われた｡

南アフ拶掬興和国は金鉱の麓地をして背くから有名

でその主産地はトランスバｰル(丁臓鵬搬銚)州の

コノ､ネスブルグ(J曲搬蝸曲鮒婁)からオレンジ嵩南州

(Ora㎎竃附鑓S廠嚢)の中央馴ご広がる滋卑⑪⑪⑰平方

kmに及ぶ地域ぽ広く発達する先物ンブリア紀の醗岩

層中の鉱床である｡この地域はウィットウ浄一スラン

ト(Witwatersr狐d)あるいは賄ω地方と呼ばれ

金は1886年に発見され直ちぽ開発され花がこれ添イギ

リスとボｰア人の間の南アフリカ戦争(工899～夏902年)

の一つの原因と怒ったほど巨大海鉱床で最も深い坑道

は地下㍑oo㎜にも及び現在蛮でエ00億ドル(鳶兆

6000億円)以上の金が掘り出され現在でも自由世界の

産金量の70%以上を占めている由この合金機岩層紀閑

ウラン鉱が含蜜れているこをは隻9鵬年紀発兇窓れてい

たので蝦碑にはアメリカ合衆園の調査団淡派遣され

た.19蝸年には南アプリ労政府にウラン研究委貴会淋

発足して低品位のウラン鉱からウランを抽出する方法

が研究され1952年8月に最初のミノレがコノ･ネスブノレグ

市の西方約300kmのクルｰゲルストノレプ(Kmgersdrop)

に完成してウラン精鉱を生産し淀｡δO数年以上も探

掘された金鉱の廃津はウラン鉱の兎鉱となり最盛時

には23のミルで年間工宣⑪0⑪万トン以上の元鉱を処理し

て1959隼にはイ孤濠一ケｰク(化学精鉱)を約蟻､餐⑪⑪ト

ンU308産出し危｡

白いホタ山南アフリカ共和国のWit-

watersrand地方の金のスライムは半

世紀以上にわたリ穣みあげられており

世界のウラン資源の重要な部分を占め

ている(NHK提供)�
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カナダオンタリオ州BlindRiver地区の北

部鉱床帯にあるConsolida{edDemison杜の

Quirke湖にのぞむ竪坑地下100～200㎜で

厚さ数mの先カンブリア紀の合ウラン礫岩を採掘

同社は1目6,000トン処理のミルを所有していた

がカナダのウラン鉱業縮少のプログラムにしたが

V'1964年7月に休1｣』

↓

カナダサスカチワン州Beaverlodge地区にあ

るGumar鉱山の露天掘先カンブリア紀の

閃長肩化岩の角礫化された部分に胚胎する慈水鉱

床で鉱体は不規則なパイプ状露天掘の径は300

m深さ数10mすりばち状最盛期には1周

2,000トンの粗鉱を採掘1963年に休:1｣

アメリカニュｰメキシコ州Grants西方B1uewaterlごあるア

ナコンダ会社のミル処理能力は1目3,oOoトンJackPile鉱Iu

のを鉱石処理する

吻テダ'ではポｰトラジウムのエノレドラド鉱山はそ

の後もウランを生産し1952年まではカナダで唯一のウ

ラン鉱山であった.しかしすでに1935年にニコルソ

ン(NichO1son)鉱山からピッチブレンドの存在カ玉わかっ

ていたサスカカチワン(Saskatchwan)州のビｰバｰロ

ッジ(Beaver1odge)測地区では大戦中から徹底的に探

鉱カミ行なわれた.その結果1946年には現在のエノレドラ

ド鉱山(E]doradoMiningandRe丘ning,Ltd｡一政府

所有公社)の露頭那発見され1953年4月には500トン/

目処理のミルが開始されるようになった.同地区では

さらにガンナｰ(Gunnar)鉱山も1955年にミル沸完成

し最盛期の1959年には6つの鏡山が稼行され同地区の

ミノレの処理能力は4,750トン/目となった.

値としヤシラジ埋蔵壷生産最ともに合衆国第1である鉱床は

モリソン層(ジュラ紀)のWestwater砂岩中に胚胎する

ところカミニッケルの産地として有名なオンタリオ(On･

tario)州のサッドベリ(Sudbury)西方約150kmのヒュ

ｰロン湖の北岸で1948年賀から放射能のある試料カ油

たという情報があった.すでにこの地区の地質図はカ

ナダ地質調査所で公刊されておりその中のブラインド

･リバｰ(B1indRiver)地匿はそのころウラン資源

として注貿されていた南アフリカの鉱床と地質状況が類

似していたので同地区が探査の対象にとり上げられて

1953年に放射能異常を示す露頭カ溌見された.多数の

鉱区が設定されて500平方マイルという比較的狭い地

区に延べ深度240kmに及ぶ試錐探鉱カ基実施された結果

金は含まないがトリウムを含む先カンブリア紀の巨大な

礫岩型鉱床が発見された.ちょうどウラン鉱ブｰムの

最盛期に当っていたとはいえ発見後数年にして30数万

トンU308の埋蔵量を確保し1959年には11のミルで

33,000トン/日の処理能力を持ち全世界の生産量の約

3晩を占めるに至ったのは鉱山業の歴史においてその

例を屍ないであろう曲勿テダでは他にオンタリオ州の

パンク濠ブト(臨脱rαft)地区でペグマタイト性の鉱床

が開発された｡�
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ウラン鉱の探査アメ1け合衆国のウラン鉱床地帯でほ高原で水

が少ないので試錐車と給水車とがペアと潅って能率的に試錐を

行なう1957隼の試錐孔の延べは実に2,800k㎜に及んだ

アメリ充合衆国では1948年まではわずかにコロ

ラド高原の合カルノｰ石砂岩(ジュラ紀)とセントラノレ

｡シティｰ周辺の含ピッチブレンド鉱脈しかウラン鉱の

産出は知られてV'狂かった.1947年にはコロラド州ラ

イプノレ(Riie)に最初のミノレが完成して12月に初めて

イェロｰケｰクカ拙荷された.1949年にはユタ州ソル

トレｰク(Sa肚Lake)市南方のマリスベｰル(Marys-

vale)で熱水性鉱脈鉱床が発見されるとともに“b1ack

Ore"と呼ばれる閃ウラン鉱やコフィン石一を含む真黒な

鉱石カミ合カノレノｰ石砂岩の深部で発見されまたニュｰ

メキシコ州グランツ(Grants)の北方ではモリソン層の

下位にあるトディルト(Todi1to)石灰岩(ジュラ紀)中

からウラノワェｰンカミ発見された.この2つの発見は

非常に重要な意味を持つもので前者の発見はカノレノｰ

石を含む露頭は深部では非酸化鉱床になることを意味

し後者の発見はウラン鉱床カミモリソン層以外の地層

にも分布することを意味した.したがってウラン鉱床

の露頭の奥には無数の試錐探査カミ行なわれるとともに

コロラド高原のモリソン層以外の地層あるいはワイオ

ミング(Wyoming)や南ダコタ(SouthDakota)州の

平原にまで探査の目か向けられるようになった.1950

年はグランツの東方でジヤツク･パイル(JackPi1e)

鉱山の露頭カsモリソン層中で発見されるとともにトデ

ィルト石灰岩のさらに北方のモリソン層中にも露頭カ茎

発見されこれがエムブロｰジャ湖(A㎜brosiaLake)

地区の大鉱床発見の糸口となった.

1951年にはユタ州でチンリｰ(Chin1e)層(三畳紀)

から鋼一ウラン鉱床が発見されワイオミングや南ダコ

タ州からもカノレノｰ石を含む露頭カミ発見された.

1952年にはユタ州ビッグ･インデアン･ウォッシュ

(BigIndianWash)でチンリｰ層のモス･バック(Moss

検肩車試錐作業が終わると直ちに積層車の出動と粧り放射能

自然電位比抵抗が自記記録装置により記録紙にえがかれ試

錐コアとともに地層対比鉱床の層準の対比に重要租役割りを果

たす

Back)砂岩層から今までに知られていないほどの10mの

厚さを持つ大きい鉱床カミ発見された.またフロリダ

(F1orida)州の燐鉱から副産物としてウランが回収され

始めた.この年アメリカ合衆国では200以上の鉱山で

5,000人以上沸働き政府および民間業者がウラン探査

のために実施した試錐深度は延べ600km近く産出量も

1,000トンU308前後となりウラン鉱業もようやく鉱

業界の一分野を占めるようになった.

1953年には鉱山も525となりチャｰノレス'スティｰ

ンの経営するビッグ･インデアン･ウォッシュのミ･ヒ

ダ(MiYi曲)鉱山は実に240万ドルの鉱石を出鉱した

またジャック･パイルの鉱石とトディルト石灰岩

中のウランを処理するためにアナコンダ銅鉱山会社

(A口acondaCopPe夏M滅な感C⑪つはグランツの近くに

3,000トン/目処理という当時のアメリ動の最大の薫ルを

9月に完成した.塞化ワィォ薫シグ州のガス吋ル

(GassHi11)地区で第三紀始新棋のウインドりバｰ

(WindRiver)層中にも露頭秘発屍きれこれは樹}

ワラド高原を除い危地方の最大のウラン鉱床に発展し液

1959年には埋蔵量は約肱万トンU裏08となり生産量

は1960年にピｰクに達して18,000トンU308弱を生産し

た.この年には1,000以上の鉱山と25のミルポ稼行し

てミルの鉱石処理能力は約22,500トン/目(内グランツ地

区に5つのミルで工⑪､凄75トン/目)に達し約3億ドルの

生産額となった.もちろんこれだけの急速なウラン鉱

業の発展には莫大なドルか投入された.たとえば試錐�
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型の鉱床も多数発見されたカミマリズベｰルコ隠ラド

州ガニソン(Gu心血ison)地区シュワルツワルダｰ(S伽

warzwalde貫)鉱山ワシントン州ミッドナイト(M池

nite)鉱山などが新しく発屍された大きい鉱床である｡

しかしこれらの規模は堆積岩申のものに比べると全く

小さく全体を合わせても工⑪呈｡o◎トンび薯｡魯位の埋蔵量

しかない.

1953年当時は1,500トンU婁O竈以上の鉱量を梼つもの

はわずか壌鉱山300～500トン肌O§のもの洲餐～婁Oあ

ったが現在では2,O00トンU30慧以上の鉱山が相当多

い.アメリカのウラン鉱業は政府の保護政策にたすけ

られカナダや南アフリカ共和国のように急激狂衰えは

ないが1970年には現在の半分の生産量しか予定されて

いないので大鉱山のみカミ生き残るであろう.

考｡ストラリアでは南オｰス･トラリア(South

Austra1ia)州のラジウム･ヒノレが1942年頃から再び探

鉱されデｰビド鉱(Davidite)(鉄稀土チタンの

酸化鉱物ウラン約8%を含む)という難溶性鉱物がウ

ラン鉱物であるにかかわらず1951年までには重要な鉱

山となり1957年には225トンの精鉱を出した.一方

1949年には北部地方(NorthemTerritOry)のダｰウィ

ン(Darwin)の近くでラム･ジャングノレ(RumJung1e)

鉱床が発見され1954年7月にはミルが完成した.同

じ年にクイｰンズランド(Q口eens1and)州の北西部で

メリｰ･キャスリｰン(MaryKathleen)が発見されて

探鉱が進められた結果1958年には品位O.1%U308600

フランス

の鞍名な

LimOu一

の南東端

フランス

中央山塊

策部にあ

る熱水鉱

床で斗9

52年に発

尾鉱量

は数千

トン

U30曜と

いわれ

王資に

菱､o⑪⑪ト

ンめ粗鉱

を擦鱗

(関根良

弘昆提供)

万トンの鉱量を得たので同年10月には1,000トン/目の

ミルが完成し1962年末の閉山までに契約量の毎ヨ500トン

映O轟を産出した.オｰストラリアの産出量は1961

年にピｰクに達し1,500トンU.O塞を出した.現在で

はラム･ジャングルの鉱石が唯一つのミノレの元鉱である

浬鷲シスの中央山塊と呼ばれる山岳地帯の北東端に

あるオｰタン(A泌蝸)の花鱒岩申の割れ冒に燐灰ウ

ラン鉱(A流醐畑)が産することは約五OO年前から細ら

れていた白五945年以降探査が行なわれ現在では破砕

帯に伴う単純な鉱物組み合わせを示す熱水鉱脈型鉱床が

リムザン(Limousi皿)フォレｰズ(Forez)およびバンデ

ｰ(Vend6e)の3地区で採掘され3つのミノレが年間約

120万トン以上の鉱石を処理し千数百トンU308を生

産している.またサン･ピエｰノレ(St.Pierre)の

よう在第三紀漸新世の地層中にもウラン鉱床が発見され

た.フランス全体で約5万トンUs08の埋蔵量を確保

したがその内の95%は鉱脈型の鉱床に由来する.

アフリカのガボン共和国(旧フランス領赤道アフリ

カ)では1956年に先カンブリア紀の砂岩礫岩層申に

コロラド高原の鉱床と類似した鉱床が発見されその規

模も探査カミ造むとともに増大し1961年から年間11万ト

ンの粗鉱を処理するミノレが操業を開始し約320トンの

ウランを産出した.そして将来フランスの生産量の1/4

を分担するものと期待されている.また有名な北ロ

ｰデシアの銅鉱床地帯にも閃ウラン鉱カミ広く産出するこ

とがわかりその内のヌガｰナ(Nkana)鉱山の一部で

はウラン鉱が採掘され1957～59年には約100トンU308

を産出した.

南アメリカではアルゼンチンが堆積型および鉱

脈型のウラン鉱床を多数発見しユ956～1961年に約220

トンU308を産出した.

ヨｰ回ツバではスウェｰデンがアノレム頁岩から

ウランを抽出するミノレを完成し1956年から毎年10トン

U308内外の精鉱を出しイタリアではアルプスで二畳紀

の結晶片岩や砂岩中に豊富なウラン鉱床を発見した.

ポルトガノレではウノレゲリサ鉱山はついに1962年には閉

山となって長い歴史をおわりスペインはマドリｰド

(Madrid)西方ポノレトガルとの国境に近いカセレス(Ca-

c6res)およびサラプンカ(Sa1amanca)地方で豊當な

ウラン鉱床を発見して約5,700トンU308の鉱量を確

保し1959年から60トンU.08を年間に産出している.

フィンランドでは北カレリアで高品位の鉱床を発見し�



1959年から毎年約30トンU308相当量を処理のためスウ

ェｰデンに送っている.

アジアで阜日本のほかではインドが探査を積極的

に行なV'すでに1916年に枇銅ウラン鉱の産出が=知られ

ていたビノ･づレ(Bihar)州のジャドグｰタ(Jaduguda)

で約9,OOOトンU308の埋蔵量を確保してソ連技術者

の援助により開発された.

ソ連でも探査は盛大に行なわれ主としてフェ

ルガｰナ盆地から1960年頃には年間数千トンU308以上

を生産したものと推定されている.

以上のようにウラン鉱業はウランが核エネルギｰ資

源として利用されるようになったここ20年位の間に急激

な発展をとげた.そしてラジウム時代と核エネルギｰ

時代の前半を通じてその供給源と狂った4大産地一コン

ゴのシンコロｰベカナダのポｰト･ラジウムチェコ

スロバキアのヨアヒムスタｰルボノレトガノレのウルゲリ

ザｰはすべてその生産を中止してしまった･

鉱二百

ウラン鉱石として価値があるかどうかは色々の条件に

左右される.採掘に耐えるだけの品位と鉱量は別とし

て鉱石からイエロｰケｰクを製造するのに好都合匁鉱

物の組み合わせカミ鉱石の価値を左右する.

規格

ミルでは普通硫酸か炭酸アルカリ液を用いてウランを

溶液中に浸出してこれから

1)直衰ウランを化学的に沈澱さ喧る方法

2)イオン交換樹脂による方法

3)有機溶媒による方法

などでウランを回収する.したがってウラン鉱石

から容易にウランが浸出することカミ必須な条件となる.

ウラン鉱物には4価と6価のウランを含むものカミ多数

ある.一般に4価のウランを副成分として含むニオブ

･タンタル稀土類チタントリウムなどの酸化物

複酸化物炭酸塩燐酸塩珪酸塩は難溶性でウラン鉱

石としての価値は例外を除いてはほとんどない.これ

らはウランよりむしろトリウム稀土類ニオブ･タン

タル資源として利用されモナズ石(Ce,Th)(P,Si)04

コルンブ石((Fe,Mn)(Nb,Ta)206)はこれに属する.

これに対して4価のウランを含むものでも酸化物や含

水塩類はウランが容易に浸出されるので重要な鉱石鉱

物となる､閃ウラン鉱(U,Th)02コフィン石U(Si

O{)1一羽(OH)仙人形石U1一･Ca1一匹R吻(P04)2･2H20は

これに属しこれらを含むウラン鉱石は非酸化鉱石と呼

ばれる.一方6価のウランを含む鉱物は4価のウ

ランを含む鉱物が露頭部で酸化されて生成し水酸化物

砒酸塩燐酸塩バナジン酸塩などを形成し酸や炭酸

塩液に容易に溶け特殊なものは水にさえ溶ける.燐

灰ウラン石Ca(U02)2(PO壬)210亘20やカルノｰ石K2

(U02)2(V.08)3H20などがこれに属しこれらを含む鉱

石は酸化鉱石と呼ばれる.

ウランは鉱物を作るほかにたとえぱ粘土類や褐鉄鉱

に吸着されたり有機物と結合してウラン有機酸を形成

するが場合によってはウランの浸出は容易ではない.

またかつてウランを回収したフロリダの燐鉱ではウ

ランは燐灰石Ca･(PO{)3Fのカノレジウムを置換した4価

の形で入り鉱物が完全に溶解しなければウランも回収

されない.ウラン鉱石として利用されるものの中に含

まれている鉱物を第2表に示す.資源的に重要なもの

は閃ウラン鉱フランネル石コフィン石カルノｰ石

の順序である.

カナダB1indRiver地区の鉱石白い部分は石英の円礫先カ

ンブリア紀の堅いち密な礫岩で主要ウラン鉱物はフランネル肩

である

砂岩型の鉱石黒い非酸化鉱は一部ロｰルしておリ右上よりや

や左下へ黒い部分が不規則に酸化されているこれは地下水のため

に酸化された“Leechingfront"で上都はツヤムン石やカ

ルノｰ石からなる酸化鉱を形成する�
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第2表

ウラン鉱石中の主要ウラン鉱物

鉱物名�昆系�化学組成�%U�色�光沢�醤開�硬度�比重�備考

閑ウラン鉱�等軸�1U,Th)O孟�88.4�黒�亜金属��5.5}6�7.5{9.7�高温交代熱水猿籟佳鉱床中の主要ウラン鉱物

������一���

Ur帥i呵ite���������ピッチブレンドP…tchb1帥de'まコロフオｰム状のもの

ウラン･方トリウム石���������高温交代鉱床中とくにマ肋ス机のF0ftDauphi日

�等軸�〔Th.U)O｡�工5�黒�亜金属�一���

U冊目｡thori帥ite�������5-7�9+�ではこの鉱物のみが採掘されカナダのB酬

���������CrOft地匿でも他の鉱物とともに採掘されている

コ7イン石�����土状����

�正方�U{S`O｡),一一〇H)“�71.5�黒�i��5-6�5.1�離水砂岩型鉱床とくにコロラド高原では閃ウ

�����

Co柵n1te�����余聞����ラン鉱とともに主要なウラン鉱物

人形石����縄緑�����

�斜方�U･一､C.･一､R,｡(PO｡)�約40�一�����日本の人形峠にのみ産出同鉱床の主要ウラン

Ni卿｡i-e��1-2H.O��黒�����物

フランネル石����黒�ガラス����

�三斜��蝸.7�,�一��45^5.5�4.2}5.4�カナダのブラインド･リバｰ地区の主要ウラン

������一���

Bra㎜erite��似C｡,凧Y)Ti.0｡正��黄褐�樹脂����物

テｰビド鉱��(F･,U,C･,Z｡,Th,R)��黒�ガラス����

�六方�(T`,F･斗3V,C｡),�8,3�三�一�一�6�4.5�高温熱塔鉱床オｰストラリアのラジウム･ヒル

D町洲te��(O,OH)｡��灰黒�亜金属����で採掘された

燐灰ウラン石��C.(UO｡〕｡(P0｡〕パ��淡黄�����一すべての型のウラン鉱床の露頭部アメリカのワ

Autunite�正方�10H.O�50.1�一�ガラス�001�2}2.5�3.1�シントン州DayBr髄止鉱山ではこの鉱物のみ

����硫貰�����が約60t出鉱された

カルノｰ石����鮮縁�����

�単斜�K｡(UO.XV.0,〕･3H.O�52.8�!�土状�001��4.7�砂岩型鉱床の露頭部にはほとんど常に産出し主一

C畠motite����貰縁�����嚢な鉱石鉱物となる

���������フランセビル宕はアフリカのガポン共和国のウラ

ッヤムシ石��C｡(UO｡〕(V.O｡)･5一��賛�土状����

�斜方��48.5�,�,�001�2�3.3-3.6�ン鉱床の主要ウラン鉱物

Tyuyamunite��8.5H.O��淡黄�亜金団����

フランセピル石�斜方�B｡ωO｡)｡(V.0.)･5H.O�48.2�賛��001�3��

Fr師e帥三Hit6��������4二6�

ウラノフェｰン��C.(H,O)｡(UO｡),��責�土状����アメリカニュｰメキシコ州のグランツ付近のト

�単斜�(S10､)パ冊｡0�55.6������

ur舳｡Pho爬����,�一�001�2.5�3.8�ティルト石灰岩中の主要鉱物他の型の鉱床の露

����賛縁�ガラス����頭部にも産出する

次に問題となるのは鉱石中に含まれる他の鉱物である

熱水型鉱床はしばしば多量の硫化鉱物を伴い手選比

重選鉱浮選在とでこれらを除去した後にウランの浸出

ポ行なわれる.

現在盛大に稼行されている鉱床はウィトウォｰタｰ

ズランド鉱床中の金を除き熱水型鉱床でさえ単純匁鉱

物組み合わせのものがおもに採掘されているので採掘

された鉱石は物理的処理法によるウラン鉱物の濃集の

過程を経ないでそのままミルの元鉱と柾る｡浸出液

として酸を使用するか炭酸塩を使用するかは鉱石串

に石膏溝鉄鉱狂だを含む揚含には前者方解石を含む

場合には後者というようは鉱看の鉱物組成紀都合の臭い

方法が取られ畜､酸処理後にはイオン交換樹脂法によ

るウランの回収が全生産盤卿脇以上を苫めている由

浸出液中の斌減ン鴛バルト鋼珪素は樹脂法組ぶる

除去が不完全で不純物となってウランとともに回収穫

れる｡襲淀粘土鉱物も液中に浮遊して化学作用を妨害

するのでこれらの元素や精土鉱物を多量終含む鉱看は

望ましくない咀塞た製錬過程において有害恋トリウム

バナジンモリブデンや原子燃料をして健踊す篭揚含

に中性子を吸収するボρンカドミウムリシウムなど

が含まれる場合は鉱石としての価値を低下させる.

価格

ウラン鉱の価格は粗鉱価格とイエロｰケｰクの価格と

2種類あって前者は鉱山とミノレとの間の取り引きに後

者はそれ以外の取り引きに使われる.粗鉱価格は各国

の実情に応じて各国の政府カミ決定するが取り引される

鉱石中のウラン含有量は最低0.1%Uヨ08でこれが基

礎偲鵜と板っている,アメリカ合衆国と貝本の場合の

棚格を篤纂園に示す｡アメリ吻の場合鉱山開発手当

初期塗産報償金(最初出鉱し花§トンU30§紀相当する

鉱看)運搬率当録位割増金(◎山肌%肌O轟)の衣川ナ

スが基礎樋格鯵付けられしがも品位がよいぽ淫割高と狂

っ淀ためウラン鉱石は相当高い備格で散り引きされ花台

濠本では取り引書塗れ花例はない.

イ風鱒一ケｰクの価絡もアメリ吻合衆国1螂～s牌

の初期には増産奨励から相当に高く精鉱申に含凄れる

び菖｡餐エポンド当り五〇～王2ドルで買い上げられ花､

しかし1粥更年紀は平均餐｡班ドル五鯛3年はは7.85ドルと

扱っ花｡そしてアメリ吻原子力季員会陣カナダの精

鉱に対しては轡.ηドル南アフリカ共穐国の精鉱に対�
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第2図ウラ1/鉱の価格

しては11.29ドルの高価格で買V'受けた.これらの

価格は以前の買上契約にしたカミっており1970年賀に

は5～6ドノレで取引される.わが国が南アフリカ共和

国と1962年に買鉱契約した時にはダｰバン(Durbanl)

港FOBで3.65ドルであった.
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生産原価

ウラン鉱石の原価はその質にもよるカミ鉱床の大きさ

形深さなどの採掘条件に左右される.イエロｰケｰ

ク中のU3081ポンド当りの総原価は商アフリカ共和

国のバｰノレ･リｰフス(Yaa1Reefs)鉱山では3.87ドル

という低さである.ここの粗鉱品位は0.03%U308と

いう低さにもかかわらず金を回収した後のスライムが

ミルの元鉱となるので採鉱費カミ0のためである.これ

に対して同地区のランドフオンタイン(Randfontein)

鉱山ではウランはO.05%U308合まれているにかかわ

らずウランを目的に採掘するため8.77ドルの採鉱費カま

かかり総原価は11.21ドルとなる.カナダのガンナ

ｰ鉱山は品位は0.18U308で大きい露天採掘を行なっ

ているカミここでは総原価は5.02ドノレである.コロラド

高原では一般に品位も良く0.27%U308の粗鉱品位を

持つホｰムズテｰクｰセイビン･パｰトナｰス(Hom･

stake-SapinPartners)では総原価は4.66ドルである

ウラン鉱床の分類

現在ウラン鉱石ポ採掘されている鉱床およびかつて稼

行された主要な鉱床は次のように分類される.

ωマグマ性鉱床

1ペグマタイト鉱床

2高温交代鉱床

3熱水鉱床

(2)堆積性鉱床

1古期礫岩型鉱床

2陸成砂岩型鉱床

3化学沈澱鉱床

a黒色頁岩

b燐鉱

4その他

第3表にこれらに属する主要な鉱床を簡単に説明

してある.ペグマタイトに属する鉱床ではカナダ

のバンクロフト地区の鉱床がもっとも規模カミ大きくま

た相当量のウランを採掘した.ただこの地区の鉱床の

一部には'輝石一磁鉄鉱岩に胚胎され高温交代鉱床型

に入るものもある.ソ連では一部この型の鉱床からも

ウランを産出しているものと推定される.

高温交代鉱.床では2鉱山しか重要狂ものはない.

ほかにはモロッコのアズグｰノレ(Azegour)やニュｰジ

ャｰジｰ(NewJe醐y)州ドｰバｰ(DOver)地方の鉄

鉱床やニュｰ･メキシコ州のプリンス(Prince)鉱山で

ウランの産出は知られているが稼行価値はない.

熱水鉱床のうちラジウム･ヒルとジャドクニダ

とは深熱水鉱床でラジウム･ヒルに似たものは南アフ

リカのモザンビｰク(Mosambique)で知られてV･る.

ラム･ジャングルと北ロｰデシアの銅鉱帯はあるいは

中熱水性鉱床に属するかもしれないカ茎先カンブリア紀

の粘土質岩(時に炭質)に産出することが特徴である

V･はマンスフェノレド(Masfe1d)型の鉱床でその後の

変成作用のために現在では成因が漠然と狂ったものかも

しれない.類型はインドのマノレガ･ウグイサガｰル･

ウムラ(Marga･Udaisagar心mraBelt)の先カンブリ

ア紀の銅一ウラン鉱床北ノノレウェｰのカンブリア紀の

石墨一雲母片岩やユｰゴスラビアの渥青質片岩中にも

見られる.シンコロｰべ栄一ト･ラジウムヨアヒ

ムスタｰノレは古くから中温熱水鉱床のタイプで複雑

な鉱化作用により特徴づけられる.それ以下のものは

単純注鉱物の組み合わせにより特徴づけられる浅熱水性

鉱床である.

堆稿性鉱床は水成岩の一つの層にレンズ状層状�
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策3表

世界の主要ウラン鉱床

分類��鉱山または地区�地質および鉱床�鉱物�鉱化の時代�規模�備考

�ぺ������

�グ�B如｡m庇�先カンブリア妃の柘橿万一珪線石片麻岩柱眉�閃ウラン鉱･ウラン方トリ�先カンブリア��⑧1959年4鉱山

�マ��片麻岩閃長片麻岩の前二者を頁ぬくペグマタ�ウム石･ウラントｰル石･��8,OOOt�3ミル

�夕������

�イ�Ontario,Canado�イトｰ部は高温交代鉱床�シルトライト･賛鉄鉱･磁���

����硫鉄鉱･磁鉄鉱�(始生代〕��

�ト������

���先カンブリア紀の結晶片岩とこれに救まれる�ウラン方トリウム石��平均ウラン�

��FortDa叩}in�����㊥輝岩の分布は巾3ト

���輝岩揮岩中および輝岩中のレンズまたは不規��先カンブリア�0,146%�

�高�����数百山数千�40㎞長さ150㎞の間

�湛�M8dag鵬｡ar�則状の籍晶質石灰岩刺ニフロゴバイトと共にポ��(始生代)�tの鉱体が�にある

�交��ケント渕二分布���多数｡�⑧195デｰ64約640t

�代������

�鉱�M帥yKa舳e㎝�先カンブリア紀の石灰質岩珪岩黒雲母片岩�閃ウラン鉱･褐簾石･ステ���⑧1954発見

�床�Q口吻sb皿d,�鉱床は石灰岩と角レキ岩との境に近いところに�レウエル石･磁硫鉄鉱･責i�先カンブリア�12,000t�箇1962採掘中止

��A凹st晒1ia�いちじるしく柘榴石化された部分に胚胎�鉄鉱･責銅鉱一�(原生代)��4,500t出鉱

����M･Co鉱物化���

��R8di凹皿HiH�先カンブリア紀の片麻岩穎が場所1二よ｡花闇岩�デｰピド鉱���⑧1906発見

���化される伽二花筒岩類および塩基性岩鉱床�チタン鉄鉱･赤鉄鉱･磁鉄�先カンブリア�200-300t�

��S㎝t}Aos㌧,�����⑧1915までRoのため採掘

��A凹5t胴1ia�は片麻岩の破砕帯に伴う多数の雁行脈�鉱�(始生代)�の精鉱�⑧1951採掘開始

�������⑧1954閉山

��』od岬由�先カンブリア紀の雲母片岩千板岩含鉄珪岩�関ウラン鉱���⑧1916砒錫ウラン石発見

���凝灰岩レキ岩レキ岩および燐灰石一電気石�賛銅鉱･磁鉄鉱�先カンブリア�9,000t�⑧1951発見

マ�������

��肺町山'io�一磁鉄鉱中の破砕帯��(始生代)��

��R四回』㎜gle�先カンブリア紀の石墨一石英片岩ドロマイト�閃ウラン鉱���⑧1951発見

���石灰岩珪岩泥岩�賛錫鉱･責鉄鉱�先カンブリア�5,400t�重195ト63採掘完了

グ��No舳emTeπitory,�石墨一石英片岩中の破砕帯刺二鉱染状�附Co鉱物他多数�(原生代)��⑧1963330t産出

��Aost汕一ia�����

��RMesi釦Co叩町�先カンブリア紀のLo如統の最下部が古い片麻�閃ウラン鉱���⑧1950頃発見

���岩花筒岩の上にのる頁岩が銅コバルトを�責錫鉱･班銅鉱･責鉄鉱�先カンブリア��⑧1952Nka胴鉱山の

������

マ���含みこの中1こウランは鉱染状に分布�M･Co鉱物�(原生代)��一部で禽鉱帯発見

��趾｡'e5ね�����⑧195759100t生産

�難�Shhセ｡lobwe�先カンブリア紀の変成堆積岩一苦灰岩苦灰質�ピッチブレンド�先カンブリア��⑧1915発見

���珪岩一よりなる無数の割目や破砕帯に分宿す�責錫鉱･輝蒼鉛鉱�(原生代)�23,000t�⑧1921開発

��K漁㎎a,C㎝go�る鉱床.�Ni･Co鉱物���⑧1961休山?

性�������

��PortRa'i凹皿�先カンブリア紀の変成堆積岩および花開岩類�ピ亨チブレンド�先カンブリア��⑧193工発見

�水�NO汕We5t町聰�変成堆薇岩中の鉱脈鉱染状鉱床時1二幅m皿�責銅鉱･銀･輝蒼鉛鉱�(始生代)�10,000t�⑧1960閉山

��Teπitories,Camda�以上�Ni･Co鉱物･方鉛鉱･赤鉄鉱���

鉱��Joach1団5山｡l,�先カンブリア紀の結晶片岩と粘板岩とこれら�ピンチフレンド���⑧18世紀末ヒッチプレン

���を買ぬく花筒岩鉱脈は主として前者に睡胎す�銀･附Co鉱物･方鉛鉱･一�二畳紀��ド発見

�鉱�C2eo止｡s1㎝aki3�る2方向の鉱脈群�閃亜鉛鉱���艦1950年代中頃閉山

床��Be帥er1地e�先カンブリア紀の珪質粘土岩珪岩書灰岩質�ピッチブレンド･ツヨ石�先カンブリア��⑧1946発見

��Sa5止沌hewa皿,�石灰岩とこれらの変成したものおよぴアラスカ�赤鉄鉱･黄鉄鉱�(始生代?)�21,000セ�⑧1953一採掘開始

��C洲ada�イド破砕帯中の鉱脈または鉱染鉱床����⑧19596鉱山3ミル

�床��ヘルシニアン片看および花筒岩頚花筒岩類は�ピ･ソチプレント���⑧1948発見

��Massi{C㎝tral�黒雲母花嵐岩白粉岩などでアプライトをと�責鉄鉱･白鉄鉱･赤鉄鉱�二畳紀�50,000t�Fo爬z,Vεodεe,

���の岩脈に貫ぬかれる断層割目破砕帯中の����Li㎜ousi呵の3地区

��Fran㏄�鉱染網状鉱床����3ミル

��Mams凹ale�漸新世の流紋岩とこれを貫ぬく石英モンゾニ岩�ピッチブレンド�第三紀��⑧1949発見

���および花筒岩鉱床は石英モンゾニ岩一部花�責鉄鉱･揮水鉛鉱･�漸新一中新世��既採掘量

��Uセab,U･S･･A･�簡岩中の鉱脈�ジョｰデイサイト���2IO00{3,000t

��Sc,war洲aMe=�先カンブリア紀の台柘榴石片麻岩および片岩�ピッチブレンド�白亜紀末一第��⑧1954発見

���破砕帯に胚胎する鉱脈�責鉄鉱･責銅鉱�三紀初��稼行中

��Co16湘do,じ舟A･�����

�����〰琉

��LosOd-os�先カシプリア紀の片麻岩類とジュラ紀モリソン�閃ウラン鉱���⑧1954発見

���層との間の断層そう鉱脈モリソン層中に層理に�責鉄鉱･白鉄鉱�第三紀初��稼行中

��Colo珊do,U･S･A一�沿う交代鉱床����

��Mi山伽�先カンブリア紀の変成堆積岩と白肇紀の石英モ�閃ウラン鉱���⑧1954発見

���ジニ岩との接触部にそう幅一〇mの破砕帯にそう�黄鉄鉱�白星紀��⑭1957採掘開始

��Wa5}i榔㎝､u･S･A･�鉱染網状鉱床����稼行中�
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�分類�鉱山または地区�地質および鉱床�鉱物�鉱化の時代�規模�備考

��Wit冊atersrand�先カンブリア紀始生代の変成岩類の上1二4,000�閃ウラン鉱･ツヨ石･モナ���

���一5･000mの原生代の砂岩礫岩,熔岩など����⑧1886金発見

����ズ石�先カンブリア��

�古��鉱床は基底レキ岩や層間の礫岩中���400,000t�⑧1923閃ウラン鉱発見

��S㎝吐A{rica��自然金･責鉄鉱･黄銅鉱化�(原生代)��

�期������⑧1952最初のミル完成

�������⑧196313ミル

�礫������

�岩�剛indR1Ψer�先カンブリア紀始生代の緑色岩花嵐岩の上に�フランネル石･閃ウラン鉱���⑧1953発見

�型��千数百㎜の厚さの原生代の堆積岩鉱床は不整�ツヨ石･モナズ石･ジル�先カンブリア紀��

���会面から100m以内の礫岩層���380,000t�⑧1955最初のミル完成

��0他rio,C帥a由��コン･黄鉄鉱･黄銅鉱･磁�(原生代)��⑧195911ミル

����硫鉄鉱���⑱19642ミル

��M㎝皿｡ra�先カンブリア紀原生代のほとんど変成されてい�閃ウラン鉱･プランセピル���⑧1956発見

��Gab㎝�ない砂岩礫岩中の層状鉱床�互��10,000t�⑧1961ミル完成

����黄銅鉱･黄鉄鉱���⑧1962500t

�陸�Colora'oPIateao�主として三畳紀チンリｰ層ジュラ紀モ1jソン�コフィン石･閃ウラン鉱･���⑧1899発見

���層砂岩礫岩申のレンズ状あるいは層状鉱床�ツヤムン石･カルノｰ石���⑧1947最初のミル完成

��u･S･A･��責鉄鉱･黄銅鉱.･一..●���⑧196312ミル

�成������

��GasHヨ11�第三紀始新世のウインド･リバｰ層の砂岩�閃ウラン鉱･コフィン石･��300,000t�⑧1953発見

堆�砂��礫岩中のレンズ状あるいは層栽鉱床�カルノｰ石･ツヤムン石��(合衆国の�⑧196019の露天掘

��Wyom{㎎,u･S･^･��黄鉄鉱･イルセマン鉱��砂岩型鉱�

������一床全部)�

�岩������

��B】aokHiHs�下部白星紀の砂岩中のレンズ状あるいは層状鉱�閃ウラン鉱･コフィン石���㊥1951発見

載���床�カルノｰ石･ツヤムン石���㊥19633鉱山

�型�S.Dokota,U･S･A･�����1ミル

��C㎝tra1帥'E田5t2m�二畳一石炭紀の砂漠成砂岩礫岩層中の層状鉱�ピッチブレンド･メタツヤ���圃VolGar'㎝a他

性��Alp5�床またこれよリやや前の火山燃黄物の基底�ムン石��6,600t�⑧他に西アルプスには結

��Itψ�礫岩申の鉱床�貰鉄鉱･賛銅鉱���呈片岩中に3,000セ

��Ten祀ssee�デボン紀の渥青質頁岩(C}舳a司｡ogaS出ale〕�責鉄鉱��6,000,000t�⑧1942年よリ組織的な試

鉱���下部のGossaway部属の最上位の厚蕎至.5mが��デボン紀�10,006%�錐探査

�黒�U･S･A･�最もウランの含有量が高くO.008%���u.O｡)�未採掘

�色������

�頁������

��S㎝t}Swod6n�カンプりア紀の掻青質頁岩(AhmSMe)�責鉄鉱��1,000,000t�⑧1909ラジウムの採掘

床�岩��Bmi㎎en･Folb}gd㎝地方でほ500平方㎞の面��カンブリア紀�(皿038%�0,5tU.Oo採掘

��Swed2n�桟･厚さ3mにウランの多い部分が分流���U.O｡)�圃1956より毎年10t

������

�燐�CentralFlorida�北西･中央フロリ列こ分布するHowtb㎝層(中1�含ウラン燐灰石��600,000t�⑧1988採掘開始

���新世)とこの上に分布するB㎝eVaH町層鱗��鮮新世�O.01}O.02�⑧1952ウラン回収開始

�鉱�F1orid目,U･S1A･�新世)後者が礫質燐鉱を形成する���%uヨ0｡〕�量高年間400t

�������年聞1,400万tの燐鉱採掘

��Gr如t5�ジュラ紀の層状不純な灰色のトディルト石灰�閃ウラン鉱･ツヤムン石･���⑧1949発見

���岩中の割目層理に入る鉱床全体として鉱体�ウラノフェｰン���⑧採掘中

��NewMexi㏄,U･S･A･�はレンズ状ポケット状����⑧石灰中にはW岬i皿g

�そ������Mo施ηa州境2鉱山

��Fe㎎h如ヨBasin�粗粒の赤紫または褐紫色の石炭紀の石灰岩こ�ツヤムン石���⑧1908採掘開始

�の��の走向1こそいバライト脈が発達これと石灰����190ト13約100tu.O｡

��u･S･S･R�岩の洞穴にそいウランを含む部分が見られる����採掘

�他��暁新世の亙｡rtuni㎝層中の塊一粉状亜炭�ウラン有機酸･燐灰ウラン���⑧ウランを抽出するための

��D日kotaP12io��鉱���試験中

��N.帥dS.Dakota,��責鉄鉱･白鉄鉱���最大の鉱体でも1筆体

��u･S･A･�����100tUoO｡

�������⑧数百t試験採掘

注:規模:既採掘量を合わせた鉱床の大きさを示すU呂O｡で示し計算基準はショｰトトンのため

分類:本文参照

鉱物の項のうちアンダｰラインを付したものは主要鉱石鉱物

ここではショｰトトンと見なして良い�
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に分布するもので古期礫岩型鉱床は先カンブリア紀

の原生代の中の基底礫岩や層間不整合に分布する榛岩

中に胚胎する巨大な鉱床で礫岩は三角州や海岸線の近

くに堆積したものとされ鉱床の生成に対する意見も種

々雑多であるカ茎漂砂鉱床の可能性が最も多い.同様

なものはブラシノレのハコビナ(Jacobina)にもある.

陸成砂岩型鉱床は陸水成あるいは陸上成の砂岩や

礫岩中にレンズ状または層状に分布するもので一般に

はウランのほかにバナジンの濃集によって特徴づけられ

る.また炭質物も普通に産し時代も先カンブリア紀古

生代から新第三紀に及ぶ.その地理的分布も広くほ

とんど世界中に産出する.成因につv'ては後からの地下

水によるウランの濃集および沈澱による可能性が多い.

化学沈澱鉱床は母岩の堆積時あるいは続成作用に

よりウランが濃集したと考えられるいわゆる同時生成鉱

床で層状に大規模に分布するカミウランとしての品位

はきわめて低くそのままではウラン資源とは在り得ない.

ドイツのマンスフェルトの含銅粘板岩中に含まれる微量

のウランも同様狂ものである.アルム頁岩はノノレウェ

ｰエストニアレｰニングラｰド地方に広く分布して

おりまたソ連のフェルガｰナ盆地の南部やシベリア

にも同じ時代の合ウラン頁岩の存在カ漁られている.

その他としたもののうち石灰岩中のものは鉱物はバ

ナジンを含むものポ多く成因的には(2ト2と全く類似

のものである.亜炭中のウランはやはり(2)一2に似た
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第4表

1957年の世界の埋蔵量
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第3図葬共産圏のウラン埋蔵澱の地質学的な分布

(R.B.Nininger:Geologicdis出butionofnuclearraw

㎜aterials)(第2圃原子力平和利用会議報V2P91958)

濃集過程により形成されたものである.

埋蔵量および生産量

埋蔵撮

1957年までには現在知られている重要な鉱床にすべ

て発見されている.その当時の自由世界のウラン埋蔵

量は工C･Jo㎞son氏によると1955年の50万トンU308

に対して約3倍の150万トンU308と推定された.

その内訳を第4表に示す.この場合の埋蔵量はその

中に含まれているウランが1ポンドU308当りの生産

原価が10ドル以下で稼行対象と在るものである.彼は

さらに0,005～0.01%のウランを含み生産原価がポン

ド当り30ドルなV･し60ドルとなるような低品位鉱である.

チャタヌｰガ頁岩中の総ウラン量を600万トン燐鉱申

のウランを60万トンとしこのよう荏低品位鉱中のウラ

ンは全世界を合わせると2,000万トンに達するものと推

定した･Johnson氏の考えた数字はそれ以後約22万

トンU308を採掘しその割にその後の探鉱カ茎活発でな

いことを考慮に入れるとやや減少しているものと推定

される.

次にR.D.Nininger民カ重1958年に考えたウラン鉱床

の型式別のウラン埋蔵量の変化は第3図のとおりである.

これからわかることは1951年質までほ資源的に最も重

要であった熱水鉱床が堆積性鉱床の多量の発見ととも

にすっかり落ちてしまったことである.堆積性鉱床の

うち先カンブリア紀礫岩型の鉱床が現在でも依然として

圧倒的に埋蔵量が多いが陸成砂岩型鉱床は地質時代の
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第4図1956～1963年ウラン精鉱国尉生産量
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第5表ウラン精鉱採掘量

国名�ユ956～ユ963�.}964-1970�言1'

アメリカ'合衆国�ユ1O,476�71,250�ユ8ユ,726

カナダ�76,422�16,841�93,263

南アフリカ共和国�43,36基�ユ4,600�57,964

一7フンス�9,ユ73�]4,O(〕0�23,173

��

オｰストラリア�5,652�2,744�8,396

コンゴ�8,400�?�8,400

その他�590�?�590

�254,077�u9蝸5,�373,512

如何を問わず世界中に分布しているので今後の新しい

発見はこの型の鉱床に期待されるであろう.

生達最

自由世界の1956年以降の生産量は第4図のとおりで

1959年にピｰクに達し43,000トンUs08を産出した.

この年にはカナダと南アフリカ共和国の生産量はそれぞ

れピｰクに達した.第5図はカナダにおけるウラン鉱

業がいかに重要な地位を占めたかを示すもので燃料を

除く鉱産物の第1位となった.また南アフリカ共和

国でもウランの輸出額は4,930万ポンド(497億円)に

達しダイアモンドの1,555万ボンド(157億円)をは

るかに引き離し金の2億4,000万ポンド(2,420億円)

に次いで第2位と狂った.また共産圏諸国の生産量は

1961年には5,000～10,O00トンと推定されている.

1956年～63年の採掘量は25万4,000トンU308で統計

資料のないその前の採掘量との合計は28万トンU害08位

と推定される.

第4図からわかるようにウラン鉱生産量は1959年を

ピｰクとして下降しておりアメリカ合衆国カナダ南

アフリカ共和国の生産予定量は1970年には1万トンU3

08足らずとなる予定でその時には合衆国が7,750トン

U308とその大半を占めることになっている.そして

第5表でわかるようにその時までに自由世界で採掘さ

れるウラン鉱の童ば約40万トンU308に達するであろう.

その時までには陸成砂岩型ウラン鉱床から採掘された量

カ茎最も多く新しい発見でもない限り先カンブリア紀

の礫岩中のウラン鉱床がユ970年以降の主要資源となろう

1970年以降のウラン鉱業はどん衣になるであろうか?

アメリカ合衆国原子力委員会では石油石炭のよう衣

化石燃料は安価狂電力源として使用されるところから

2060年にはすっかり使い尽され低品位なものもその

後100年位の埋蔵量しかなく化石燃料は動力源として

よりむしろ炭素を利用した化学工業用として使用される

べきだという見解を述べている.現在ではアメリカ合

第5図カナダの鉱産物生産額(1959年)

一13一

衆国の原子力発電はkW当り安く見積もっても3.56円

で日本に建設した場合には立地条件の差から最低4.50

円と見積もられ新鋭の火力発電所の方カミ安い.しか

し1970年までに完成される各国の原子力発電所はkW当

り2円前後といわれここ数年間で世界中で600万kW

以上の発電が予定されている.

また世界最初の原子力商船アメリカのサバンナ号

(12,220トン)は去る6月8目ニュｰヨｰクを出港

大西洋横断の処女航海の途につき西独のオットｰノ'一

ン号(15,OOOトン)が6月13目に進水し処女航海は

1967年に予定され原子力商船も世界的に発展する情況

にある.

1970年以降はどの位のウランが必要であろうか～ア

メリカ合衆国は自由世界で1970～80年のウランの消費量

を金属ウランとして約25万メｰトルトンと推定しユｰ

ラトム(Euratom)も1970年には8千～1万メｰドノレト

ンユ980年には3万5,000～5万メｰトルトンカミ発電用に

消費されて1970年にはU3081ポンド当り8～10ドノレ

以下で採掘可能な鉱床の量はたったの32万メｰドノレ

トンしか自由世界に残ってい在いと予想している.

現在では豊富にあるウラン鉱資源も今後の新しい埋蔵

量の獲得カミ無ければ1970年には不足資源となり1980年

頃の世界エネルギｰ事情は深刻な状態となろう.

(筆者は鉱床都核源料資源課)
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